
【情報】 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

Excel を使い実践的なデータ分析を⾏う授業 
教育⽤標準データセットを Excel で分析することで、データ分析に対する理解を深める。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正の相関、負の相関、無相関、相関
係数については、テキストふせんを
⽤いて説明を⾏う。また、相関係数
と散布図の対応関係を⽰した画像を
ファイルふせんで⽤意する。 
 

 

概要の説明 
前回までの授業で、データの種類や収集
⽅法について学んだことを確認する。こ
の授業では、すでに収集されたデータ
を、表計算ソフトの Excel を使って分析
することを伝える。 
 
 
 
 
 
重要語句の解説① 
正の相関、負の相関、無相関、相関係数
について説明する。相関係数と散布図の
対応関係も⽰す。相関係数は、2 つのデ
ータの関係を表す統計量であることを理
解させる。 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：Excel を使ったデータ分析を⽣徒が主体的に学習できるように指導をする。 
⽣徒向けの⽬標：Excel によるデータ分析を通して、データの特徴を表す統計量や、データの特徴

を視覚的に表現する⽅法を主体的に学習する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減 ：必要な情報はすべて、事前に作成しておいたテキストふせん・ファイルふせん

を投影するだけで済む。 
・⽣徒の理解促進：ファイルふせんによる Excel ファイルの共有や、授業⽀援機能による⼀⻫学習

により、データ分析について効果的に学習できる。 
・協働学習促進 ：グループワーク機能で、他の⼈がどのような分析をしたのかを知ることがで

き、協働学習をサポートできる。 
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四分位数については、テキストふせ
んを⽤いて説明を⾏う。箱ひげ図
は、Excel で作成したものをファイル
ふせんにして、視覚的にわかりやす
くなるように説明する。 
 
 
 
 
 
ファイルふせんに貼り付けた
「SSDSE-基本素材」
(https://www.nstac.go.jp/use/literac
y/SSDSE/)の Excel ファイルを、授
業⽀援機能を⽤いて⽣徒に共有す
る。また、このデータの解説
(https://www.nstac.go.jp/sys/files/ka
isetsu-E-2024.pdf)もファイルふせん
で共有し、データの⾒⽅について確
認する。 
 
 
 
CORREL 関数の使い⽅は、実際に
Excel を使っているところをプロジェ
クターや電⼦⿊板に投影して⾒せ
る。⽣徒にはそれに倣って相関係数
を求めてもらい、正の相関があるも
の、無相関のものも⾒つけさせる。
発表の際には、出来上がった Excel
ファイルをファイルふせんにして投
影させるとよい。 
 
 
 
 
 
散布図の作り⽅は、実際に Excel を
使っているところをプロジェクター
や電⼦⿊板に投影して⾒せる。⽣徒
にはそれに倣って散布図を作成して
もらう。この際、step4 で送信したフ
ァイルふせんに貼り付けてある Excel
ファイルを⼀旦ダウンロードしても
らい、そのファイル上に作成させ
る。 
 

重要語句の解説② 
箱ひげ図、四分位数について説明する。
四分位数は 1 つのデータの特徴を表す統
計量であることを理解させる。 
 
 
 
 
 
 
資料の共有 
教育⽤標準データセットである、
SSDSE-基本素材を⽣徒に共有する。デ
ータの⾒⽅について⽣徒と確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データ分析の実践① 
Excel の CORREL 関数について説明す
る。この関数を⽤いて適当な 2 つのデー
タの相関係数を教員が求める様⼦を⽰
し、⽣徒に好きな 2 つのデータの相関係
数を求めさせる。続いて、正の相関があ
るもの、無相関のものを⾒つけ、数⼈に
発表させる。 
	
 
 
 
 
 
データ分析の実践② 
教師が、先ほど相関係数を求めた 2 つの
データの散布図を作成する様⼦を⽰す。
その後、⽣徒に先ほど相関係数を求めた
2 つのデータの散布図を作成させる。散
布図は配布した Excel ファイルにそのま
ま作成する。 
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データ分析の実践③ 
教師が、適当なデータの箱ひげ図を作成
する。その後、⽣徒に好きなデータの箱
ひげ図を作成させる。 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
授業内で解説した語句や、Excel を使っ
たデータ分析の⼿法について振り返りを
⾏う。そして、散布図や箱ひげ図を⽤い
て、データの意外な特徴を各⾃で⾒つけ
ることを宿題にする。グラフは全て、配
布した Excel ファイルに作成させる。ま
た、そのような特徴が現れる理由の考察
もしてもらう。 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
相関係数や四分位数以外にもデータを表
す統計量（分散や歪度）があることを説
明し、対応する Excel の関数も説明す
る。また、それらの統計量とグラフの形
状についても説明する。 
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箱ひげ図の作り⽅は、実際に Excel
を使っているところをプロジェクタ
ーや電⼦⿊板に投影して⾒せる。⽣
徒にはそれに倣って箱ひげ図を作成
してもらう。この際、step6でダウン
ロードした Excel ファイル上に作成
させる。 
 
 
 
 
ここまでに使⽤したテキストふせん
やファイルふせんを適宜使いなが
ら、授業の振り返りを⾏う。 
宿題は、完了した状態の Excel ファ
イルをファイルふせんにさせ、課題
として回収する。また、回収したグ
ラフや考察は、教員側で 1 つのデジ
タルノートに集約し、クラス全体に
デジタルノートごと配布して、今後
の学習に役⽴てるよう促す。 
 
 
 
 
step4 のデータを⽤いて分散や歪度を
求める様⼦を、電⼦⿊板やプロジェ
クターに投影して⾒せる。それらの
値とグラフの形状の関係も同時に説
明する。この Excel ファイルをファ
イルふせんにして、授業⽀援機能で
⽣徒に送信する。 
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